
第六十三回ひこねの城まつり はしご登り演技 
 

乗り手の華麗な演技に拍手喝采 
 

彦
根
鳶
保
存
会
行
事
の
ご
案
内 

彦
根
鳶
保
存
会
が
参
加
、
出
場
い
た
し
ま
す 

こ
れ
か
ら
の
行
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 ◎
第
六
十
四
回 

ひ
こ
ね
の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
日
（
木
・
祝
） 

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
（
予
定
） 

 

城
東
小
学
校
→
い
ろ
は
松
→
彦
根
城
表
門
前
→
夢
京
橋 

 

◎
彦
根
市
消
防
出
初
式
（式
典
） 

 

平
成
二
十
九
年
一
月
七
日
（
土
） 

午
前
十
一
時
頃
か
ら 

 

金
亀
町 

彦
根
城
大
手
前
保
存
用
地 

平
成
二
十
七
年
度 

彦
根
鳶
保
存
会
活
動
記
録 

彦根鳶だより（第２０号） 平成２８年２月５日 

第２０号 
発 行 

彦根鳶保存会 

彦根市西今町 415 

彦根市消防本部内 

彦
根
鳶
だ
よ
り 

 

平成２８年彦根市消防出初式 はしご登り演技 

 
 

  

  
  

第
六
十
三
回
ひ
こ
ね
の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
が
十
一
月
三

日
に
開
催
さ
れ
、
彦
根
鳶
は
し
ご
登
り
演
技
に
沿
道
を
埋
め

尽
く
し
た
観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
拍
手
喝
采
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

        
  

今
後
も
、
彦
根
鳶
保
存
会
の
活
動
を
通
じ
て
彦
根
の
伝
統

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
彦
根
鳶
保
存
会
一
同
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 

 

                             
 
 
 
 

 

                    

                        

 

※
詳
し
く
は
彦
根
鳶
保
存
会
事
務
局 

 
 
 
 

(

消
防
本
部
消
防
総
務
課 

電
話
二
二
‐
〇
三
一
四)

ま
で 

      

五
月 

十
四
日
（
木
） 

 

は
し
ご
登
り
演
技
練
習 

六
月 

十
八
日
（
木
） 

 

は
し
ご
登
り
演
技
練
習 

六
月 

二
六
日
（
金
） 

 

彦
根
鳶
保
存
会
運
営
委
員
会
・
総
会 

七
月 

二
三
日
（
木
） 

 

は
し
ご
登
り
演
技
練
習 

八
月 

二
〇
日
（
木
） 

 

は
し
ご
登
り
演
技
練
習 

十
月 

 

一
日
（
木
） 

 

は
し
ご
登
り
演
技
練
習 

 
 
 
 

十
二
日
（
月
・
祝
）
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
に
て 

滋
賀
県
次
世
代
伝
統
文
化
継
承
事
業 

「
近
江
の
祭
り
」
に
出
演 

十
四
日
（
水
） 

 

全
体
練
習 

 
 
 
 

十
五
日
（
木
） 

 

全
体
練
習 

 
 
 
 

十
六
日
（
金
） 

 

彦
根
鳶
保
存
会
第
二
回
運
営
委
員
会 

 
 
 
 

二
九
日
（
木
） 

 

は
し
ご
登
り
演
技
練
習 

十
一
月 

三
日
（
火
・
祝
）
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
参
加
・
演
技
披
露 

 

一
月 

 

七
日
（
木
） 

 

全
体
練
習 

 
 
 

九
日
（
土
） 

 

平
成
二
八
年
彦
根
市
消
防
出
初
式
演
技
披
露 

いろは松での演技披露 

演技（右から）：しゃちほこ・腕留・一本背亀 



滋賀県次世代伝統文化継承事業「近江の祭り」 
平成 27年 10月 12日はしご乗り手の会 19名が滋賀県立文化産業交流会館で「近江の祭り」に出演されました。 

 

      

「
乗
り
手
の
会
」
は
、
彦
根
鳶
保
存
会
が
設
立
さ
れ
た
平
成
八
年
の
二
年

後
に
、
乗
り
手
一
〇
人
で
結
成
さ
れ
、
現
在
は
、
十
九
人
が
こ
の
会
に
所
属

し
毎
月
一
回
以
上
、
高
度
な
技
を
習
得
す
る
た
め
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

乗
り
手
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
全
員
が
消
防
団
員
で
、
彦
根
市
消
防
団
大

隊
副
長
の
大
菅
光
雄
さ
ん
が
指
導
部
長
と
し
て
、
同
じ
く
第
三
中
隊
長
の
北

村
耕
二
さ
ん
が
副
指
導
部
長
と
し
て
演
技
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
中
隊
ご
と
に
第
一
中
隊
は
藤
本
恭
史
さ
ん
、
第
二
中
隊
は
佐
々
木

浩
斉
さ
ん
、
第
三
中
隊
は
遠
藤
義
博
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
な
り
乗
り
手

の
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

彦
根
藩
町
火
消
し
「
彦
根
鳶
」
を
文
化
遺
産
と
し
て
永
く
技
術
継
承
・
保

存
し
、
広
く
市
民
に
防
火
広
報
を
啓
発
す
る
た
め
に
、
彦
根
鳶
保
存
会
、「
乗

り
手
の
会
」
の
活
動
が
彦
根
市
消
防
団
の
正
式
な
事
業
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
鳶
保
存
会
は
、
そ
の
後
方
支
援
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

      
 

  

 
 
 
 

           
 

                                 

                                           

                                          

   

  

は
し
ご
「
乗
り
手
の
会
」
の
紹
介 


